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この地質図幅は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを北海道においてとりまとめたものであ

マ

κ;)0

昭和48年 3 月

北海道
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北海道立地下資源調査所

技術吏員松下勝秀

向上鈴木 守

向上高橋功一

は白しヵ:き

この地質図幅の野外調査は，昭和40年および、41年の両年にわたり，約180 日間で行

った。野外調査に当ってほ，野田追川，落部川本流，濁川および海岸地域を松下が担

当した。また，落部川上流および釜別川流域を高橋が，烏崎川流域を鈴木が担当した。

其の他の地域については，後でのべる様に，多くの人々の協力を得ている。調査日数

の関係で，乙部岳周辺地域や狗神岳~桂川にかけての地域は，それぞれ鉱床調査およ

び森町の地質調査時の資料を参考にした。

この図幅調査が終了した後，昭和45年より八雲町管内の地質調査が，町の依頼によ

り当所の手によって行なわれている。この調査により，図幅調査時の資料に加えて，

新しい資料が得られているO との地質図幅および一説明書は，その様な新しい資料を加

えて作成した。

八雲町管内の地質に関連して，当所小山内照，山岸宏光，寺島克之の各氏から未公

表資料の提供および多大の助言を得た。また，鉱床調査の関連では，当所酒匂純俊，

長谷川潔両氏の助言を得た。特に，酒匂純俊氏には，野外調査の一部を担当していた

だいた上に，鉱床および温泉の取りまとめもお願いした。また，当所三谷勝利氏には，

化石の鑑定をお願いした。

その他，野外調査については，当所松井公平氏の御協力を得た。以上御協力いただ

いた方々に厚くお礼申し上げる。

なお，図幅および説明書作成に当ってほ，地質図の作成および説明書のとりまとめ

を秘下が担当し，岩石の顕微鏡観察は鈴木が行った。



I 位置および交通

との図幅は，東経140°151から 140°30 1北緯42°00 1から 42°101の範囲にあり，北海道

の地域区分では道南に属する。図幅の北東隅の海域は内浦湾(噴火湾〉であり，つま

り内浦湾の南西に位置している。

行政区画では，渡島および桧山両支庁の一部がふくまれている。図幅中央の大部分

は八雲町に，東部は森町に属していて共に渡島支庁管内である。また，南部は厚沢部

町に，南西隅は乙部町に属していて，これらは桧山支庁管内である。

交通は，海岸線に沿って国鉄函館本線と国道 5 号線が通じている。落部) IIから厚沢

部川上流濁川にかけて，道々八雲一厚沢部線が通じ，途中の銀婚湯までは温泉のパス

が運行している。落部川支流の釜別川や下二股川には林道が開さくされている。

野田追川流域には，本流沿いに併用林道が上流の二股まで通じている。近年との二

股から石股沢を経て，乙部町姫川に通ずる峯越林道が閉さくされつつある。野田追川

支流の中二股川にも林道が通じている。その他，下二股川や釜別沢にも古い林道が残

っている。

図幅北東部には濁川温泉があるが，森および長万部からパスの便がある O その他，

掛川盆地北側の三岱の台地ば，牧場として利用されていて農道が通じている。また，

厚沢部町清水川や森町鳥II白川沿いにも林道が通じている。

以上のように，図幅地域が地形的にみて山岳地帯であるにもかかわらず，道路は多

い方である。

江地 形

図幅地域の地形は，その大部分が標高300m.......，900mをしめす山地形である。その他

に，主要河川流域の河岸段丘および河川氾らん原，三岱から石倉にかけての地域や，

蜂谷川北側地域の台地，濁川盆地などの地形がある。

図幅地域の山地形をみると， 3 つの山塊に分けることができる。つまり，地形復元

図(第 1 図)の 600mの等高線より高い部分は，図幅西隅の横山周辺，図幅南西隅の

鍋岳および乙部岳周辺(ここには図幅地域内の最高点である標高 1 ， 016.7 mの乙部岳

がある) ，狗神岳から鵠川上流域などの地域である。横山の山塊を除くといずれも開

析の進んだ山地である。

-2-



第 1 園地形復元図

yk ・・横山， No: 野田追岳， Nb: 鍋岳， Ot: 乙部岳， Ky: 毛無山， Gs: 狗神岳

濁川盆地の北東の三岱や姥谷川左岸には平坦な台地地形が発達している。内陸地域

の標高は 300m前後であって，北東に向って高度を減じ，海岸でほ60--...-S0m!乙なる。

この台地は後でのべるように火砕流で形成された台地であって，さきにのべた山地形

とは全く異った地形発達史をたどっている。

との図幅地域で最も特異な地形ば濁川金地であろう。濁川金地ば，経約 2.5km の

ほぼ円形をしめす金地で，周辺の台地とは，高さ 150--...-200mの急車で境いされている。

との急崖は侵蝕がはげしく，崖錐が発達している。盆地内の標高は南西部で 130m ，

北東で 100mで平坦な地形である。盆地内に流入する沢や河川の出口には，小規模な

扇状地が発達している O 乙の盆地は，断層陥没によって形成されたと考えられていた

が(長尾・佐々: 1934)，前にのべた台地を構成している火砕流の成因と関連して，
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クラカトア型カルデラと考えられる様になった(佐藤: 1968) 。

段丘および河川氾らん原は主要河川流域に若干みられる程度である。河岸段丘は，

5~10mの第 2 段丘とがある。それぞれ落河床からの比高がほぼ30mの第 1 段丘と，

部川下流や，野田追川中流の桜野付近に比較的広く分布している。

地質概説III

この図幅地域には，先第三紀，新第三紀および第四紀の各地質時代に属する堆積岩類

や各種の火成岩類が分布している。これらの層序ば，第 1 表に示したとおりである。

表序層質地第 1 表

磯・砂

砂・粘土

物 l 牒・砂・岩塊

百|第 2 段丘堆積物 T瓦肩 . *bｱ

-111 良子日物{i:V.$.*，円

l- 流悶 !
降下火山砕屑物 |

1話世|瀬 棚 居 l 牒岩・砂岩 1

I~ I … |集塊岩・棟岩・凝灰|
新黒 l 火山棟 l !

J"¥n I./'l--I--4r-:J"IVi' |岩・安山岩熔岩 |

!中 i 松 I--==-=-.-~ 凝灰角牒岩 i(角閃石安山岩，玄武岩
第 I Irh I 凝灰角牒岩部層1 村町山 、コ山肌内I ~角門石石英安岩

内| (鈍l火右九右 {llJl:'5 I l変質安山岩

新[層|砂岩部層[出22 l
八 雲 層[硬質頁岩 |

世凝灰角疎岩

訓 縫 層|緑色凝灰岩

l 操岩 l

l 粘板岩酷 l
チャート・砂岩 |

火成活動その他

横山熔岩，毛無山熔岩

流紋岩

粗粒玄武岩・石英斑岩

プロピライト 皿

プロピライト 日

フ。ロピライト I

花嗣閃緑岩・坊岩

掛川カルデラ形成

要岩相主地層名

現河床および湖沼堆

積物

世[崖錐

層

1占

倉

堆

石

現

世

代

紀

日寺

第

四

一
一
一

紀
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この図幅地域南西の乙部岳周辺には，粘板岩を主体とする先第三紀層が分布してい

る。この先第三紀層は，同地域に分布する花筒閃緑岩や劫岩とともに，この地域でほ

新第三紀層の基盤をなしている。

乙の様な基盤の上には，司"縫層を始めとして，八雲層，黒松内層，瀬棚層など西南

北海道の標準的地層が分布している。このうち瀬棚層を除く各層は中新世の地層であ

り，それらの各層の分布状態から，図幅地域を 3 つの地帯に分けることができる。す

なわち，野田追川流域から乙部岳にかけての西部地帯，落部川から厚沢部川上流およ

び鶏川上流にかけての中央地帯，濁川盆地から烏崎川にかけての東部地帯などである。

西部地帯は，さらに 3 つの地域に分けられる。南半部は，先第三紀の基盤岩類をと

りまく様lとして，棟岩や緑色凝灰岩で特徴付けられる訓縫層や同時期のプロピライト

が分布している。また，この地帯の北部に当る野田追川下流にも，プロピライトや訓

縫層が分布し，中部には，硬質頁岩で特徴付けられる八雲層が分布している。

中央地帯には，中新世上部の黒松内層のみが分布している。黒松内層は岩相的に，

3 つの部層に分けられる。下部は砂岩を主体とする正規堆積岩であるが，中・上部は，

凝灰岩，凝灰角疎岩および火山角牒岩など火山砕屑物に富む部層に大別される。層位

的にみると，釜別川中流に最も下位の層準が分布している。また，乙の地帯自体は南

北性の摺曲構造をしめし，落部川本流から釜別川にかけて背斜軸を推定することがで

きる。

東部地帯には，八雲層と同時期のプロピライトおよび黒松内層が分布している。

以上の様な各層の分布から，図幅地域の大局的な地質構造は，ほほ南北性の摺曲構

造をしめし，中央地帯が向斜部で，東西両地帯が背斜部に相当すると推定される。

これらの地質構造は，単純な摺曲構造だけではなく，南北J性の断層を伴っていて，

とれらが各地帯の地質構造を強調している。

鮮新世の瀬棚層は，中央地帯の北端に分布していて，砂岩や疎岩を主とする地層で

ある。

第四紀層の石倉層は，海岸地域の段丘の関連では洪積世後期と推定されるが，内陸

地域の河成段丘との関係では，あとでのべる械にその時代は若干問題となる点がある。

今後に残された問題であろう。
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IV 地質各説

IV.! 先第三紀層

先第三紀層は，乙部岳周辺に広く発達する。また，野田追川上流部にも断片的に分

布している。

乙部岳周辺の先第三紀層の岩相は黒色粘板岩を主とし，硬砂岩，チャートなどを介在

している。また，それらが互層状になっている部分もある。また，ところによっては

千枚岩質あるいは圧砕岩質になっている所もある。全般に著しく擾乱されていること

と，一般に層理が不明瞭なため， くわしい層序，構造は明らかでない。走向は， N20ー

W---N60
0

E といちじるしく変化し，また，傾斜は垂直なものが多い。全体的にみる

と，ほぼ N"-'S 性の構造が卓越している。

なお，ホ jレンフェ Jレスが形成されている部分があるが，明確にその分布をしめすこ

とができなかったので，地質図では省いてある。酒匂ら (1961) によると，清水川上

流部のホルンフェノレスは，合拓摺石黒雲母ホノレンフェ Jレスで，また，姫川上流部のも

のは，蓋青石黒雲母ホ lレンフェ Jレスで，経数 mm の董青石が目立っていると記載され

ている。

野田追川上流に分布する先第三紀層の岩相は板状チャートや珪質硬砂岩，珪質黒色

粘板岩などである。しかし，花嗣閃緑岩の泣入のためにホルンフェ Jレス化と擾乱が著

しし岩相層序ば明確でない。

先第三紀層の地質時代については，この地域では，第三紀層より古いと言う以外の

時代を示すものはない。 ζ の図幅では先第三紀属としたが，いわゆる m古生層"とされ

ている松前層群の岩相に似ているところもあり，ほほ同等層と考えてよいと思われる。

N.2 新第三紀届

IV.2.2 司II 縫層

長尾・佐々 (1 934) 訓縫目

訓縫層は，野田追川上流やま臣川上流地域など，先第三紀層の分布地域の周辺や，野

田追川支流の下二股川および釜別沢流域に分布している。この図幅全体としてみると，

訓縫層の分布はあまり広くない。
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訓縫居の岩相は地域によってかなり差異がある。すなわち，姫川上流部では，凝灰

質疎岩，凝灰質角牒岩や凝灰角礁岩などで構成されている。

野田追川上流地域の訓縫層は，珠岩と緑色凝灰岩で構成されている。

右股沢で牒岩がプロピライトを不整合におおっている様にみえる露頭がある。しか

し，このプロピライトは岩質的にみて福山期のものとは異なり，一応訓縫期とみられ

ることから，この様岩が訓縫層の基底牒岩とは考えられない。

図幅北部の下二股や釜別沢に分布する訓縫層は，前記野田追川上流部のものとは右・

相的に異っている。との地域の訓縫層としたものほ，野田追川下流に分布するプロピ

ライトの岩体の東縁にあり，それをとりまく織な形で分布している。ここでは，花自

岩の大牒~巨礁をふくむ疎岩で特徴付けられる。プロピライトとの境界ば，一般に断

層であるが，この疎岩の中には，プロピライト熔岩がはさまれている所もあり，プロ

ピライトの活動と同時期の堆積物と言うことができる。層厚は，明確でないが，数10m

で，八雲層に漸移している。釜日Ij沢の訓縫層は，緑色を巨する凝灰岩や凝灰角疎岩で

構成されていて，若干の変質作用を受けている。

地質構造をみると， T二股や釜別沢に分布する訓縫層ば，ほぼ南北性の構造を示し

ている。

野田追川上流地域では，多数の断層が発達して細く切られているので詳しいことは

分らない。

野田追川上流の本層の中から次の様な動物化石を産している。

Chlamyssp.

Dosiniasp. (三谷勝利氏鑑定)

IV.2.2 八雲層

長尾・佐々 (1934) 八雲属

土居 (1960) 八雲層・桂川頁岩層

八雲層は，主に野田追川中下流々域や掛川盆地の南東地域から烏|崎川にかけての地

域に分布している O その他，石倉付近に断層にはさまれて狭い地域に分布している。

標式的に発達しているのほ，野田追川中流桜野付近である。

八雲層の岩相は，分布地域によって岩相が若干異っているが，それらの直接の層位

関係は不明である。野田追川流域に分布する八雲層は，いわゆる m硬質頁岩層"と言わ

れる八雲置の椋式的な岩相をしめている。すなわち， 10'"'-"20cm の層厚で板状層理を
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しめている。これは， 10 ，-.....，20cm の層厚の暗灰色頁岩と， 1 ，-.....， 2cm の凝灰質な砂質

泥岩との互層である。風化すると一般に頁岩は黄灰色を呈し，角ばった細片にわれる O

稀l乙 1 ，-.....， 4mの層厚の灰白色の酸性凝灰岩層を介在している。この凝灰岩ほ，薄く

削離する性質をしめしている。また，この凝灰岩の中には黒色の火山砂を主とする砂

岩の薄層も介在している。また，八雲居の全層準をjill じて経50，-.....，100cm?こ達する巨大

な泥灰岩凶球や Sagarites sp. を合有している。

野田追川のド二股川流域に分布する八雲層は，一応この地域では，比較的下部岩相

と思われるが，色調が黒く塊状を去する部分が多い。 濁川盆地南東地域の八雲層も，

ほぽ同様の岩相を呈している。

濁川下流や，石倉付近にも，断層にはさまれた八雲居が分布している。乙乙ではや

やj早い 30 ，-.....，40cm の板状層理をしめしている。石倉付近では，真珠岩質凝灰岩を介在

している。八雲層が広い分布をしめす，遊楽布川流域は数枚の同様な真珠岩質凝灰岩

が数枚あるといわれている(小山内・他: 1973) 。石倉付近のものが，そのどれに相

当するか不明である。

濁川流域や桂川流域lと分布する八雲層は，桂川頁岩層と呼ばれていて， (土居;

1960)，比較的塊状の頁岩と，板状層理をしめす m硬質頁岩"とがある。両者の関係、は

不明である。ここでも Sagarites sp. を合有している。

地質構造は，野田追川流域では，下流のプロピライトと野田追岳の石英斑岩を結ぶ

線上に背斜構造が推定される。佐川流域では，断層による擾乱がはげしく，くわしい

地質構造は不明である。

下位属の訓縫層との関係は，下二股川や祭礼沢においてみられる O ここでは，凝灰

角牒岩を硬質頁岩の立層部を経て，八雲層の硬貨頁岩に移り変っていて，両者は整合

閃係をしめしている。

IV.2.3 黒松内層

長尾・佐々 (1934) 黒松内統ト掛川噴出物層的:

土居 (1960) 黒松内層

黒松内属は中新世上部に属する地層で，下部の正規堆積岩相と，上部の火山砕屑物

に富む凝灰質岩相で構成されている。長尾・佐々 (1933) は，上部の火山角牒岩相を

油川火山噴出物層群として， f部の正規堆積岩相や凝灰岩相と分離し，この間に不整

合を認めている O そしてこれらは鮮新世下部に属するとした。

円
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其の後，土居 (1960) ぽ，長尾・佐々(1934) の黒怯内層と濁川火山噴出物層群と

の聞には大きな不整合的時間々隙はなく，堆積機構の差によるものとして両者を一括

し黒松内層として取扱い，なおその地質時代ば鮮新世としている。

その後，魚、住・藤江 (1958) は，北海道各地の新第三系を対比し，黒松内層を中新

世としている。

この区l幅でも，地質時代は中新世として収扱っている。また，地層区分は，土居と

ほぼ同じ取扱いであるが，岩相上 3 つの部層に分けている。すなわち，下位から，砂

岩部層，凝灰角陳岩部層，火山角磯岩部居の 3 部層である。

砂岩部居

長尾・佐々(1934) 上二股川層，梨ノ木岱層

砂岩部層は，黒松内層の下部を構成している部層であって，釜日IJ川 F流(落部川支

流)に標式的に分布している。

この部居は，落部川およびその支流である釜日IJ川に広く分布している他，濁川盆地

の南西壁や，出川，桂)I \，烏 III石川にも狭い範聞に分布している。

岩相は，暗灰色の細粒ないし微細粒の砂岩を主とする部層である。この部居の比較

的下部は筈別川流域に分布していて，ここでは暗灰色の微細粒砂岩を主とする岩相で

あるが，まれに泥岩の薄層を爽むこともある。板状届理が明瞭であり，全体的にみる

と 10 ，.....，30cmの板状層理と 100，，-，300cmの厚い板状層理との互層をしめす。上部で一般

的 lとみられる泥灰宕団球は，下部には比較的少ない。この部分は長尾・佐々 (1934)

の上二股川居に相当するものであろう。

落部川下流域に分布する砂岩部層は，上部と考えられ，前記下部の岩相と異なると

ころは，板状層理が一般的に厚く， 2 ，.....， 3mとなり，泥灰岩団球の含有が多くなる。

この部分は，長尾・佐々 (1934) による梨ノ木岱層に相当する。長尾・佐々 (1934)

の F二股川層と梨ノ木岱属を明確に区別するのは難しく，本図幅においては砂岩部層

として一括した。

本部層は上下を通じて炭化した植物政FI'をふくむが，動物化石は発見されなかった。

凝灰角牒岩部層および火山角牒岩部居

長尾・佐々 (1934) 黒松内統の一部十掛川噴出物層群

土居 (1960) 烏崎川凝灰岩層および狗神岳集塊岩層

凝灰角疎岩部層と火山角牒岩部層とは，この地域の黒松内層上部の火山砕屑物に富
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む層準で，大まかに 2 つに分けられると言うことであって，両者の聞には厳密に明瞭な

境界を引くことは難しい。つまり凝灰岩の多い部分を区別したと言うことである。一

般的にみて， Ul捜部にほ火山角牒岩部層が， Il-l腹には凝灰角疎岩部層が発達している

ようである。とれば，それぞれの風化に対する強度の差であろう。

凝灰角陳岩部層は，落部川両岸の山腹部から落部川および釜山j川上流部にかけての

地域，狗神岳周辺などの地域に分布している。また，野田追川中二股川にもその一部

が分布している。

主な岩相は，凝灰質匙i、岩，凝灰岩，凝灰角疎岩などで，岩相変化が激しい。極端な

場合， 1 つの露頭でも岩相の不連続がみられる。例えば，凝灰質砂岩中に灰白色の石

英，黒雲母凝灰岩の挟みがあったり，時には，集塊岩状を呈する火山角牒岩をレンズ

状に介在している所もある。つまり異常堆積を示す部分が多い。

下部の砂岩部層との関係は落部川左岸の支沢でよく観察できる。ここでは，砂岩部

居の上限に近づくと，砂岩中に灰白色~黄灰色の浮石質凝灰岩(層厚 1-----5m) がひ

んぱんに挟まれる様になり，乙れらは凝灰岩と凝灰角牒岩との比較的厚層の互層を示

す凝灰角瞭背部層 lと漸移している。また，黒色安山岩の角礁の多い一見集塊岩状の火

山角磯岩や，植物破片を多量に合む砂岩・シノレト岩などの薄層も挟在している。また，

他の地域では，局部的に不整合様に見える所もある。しかしこの落部川左岸の露出で

は，砂岩部層と凝灰角牒岩部層とほ整合と考えて何ら問題はない。

火山角牒岩部層は，下位の凝灰角牒岩と互層状になったり括交関係を示すところも

あるが，一般に上位になる程，火山角疎岩が多くなる。地域的にみると，この図幅の

範囲内では，南部程，火山角牒岩部層の発達が著しい。

火山角牒岩を構成している礁には，普通輝石紫蘇輝石安山岩，角閃石石英安山岩，

角閃石安山岩など，いろいろな種類の安山岩類が多い。しかし，また，先第三紀属の

堆積岩やプロピライトの円牒などをふくみ，円疎岩の岩相をしめす部分もある。

地質|雪!の表現では，両部層が八雲層やプロピライト類などと接していて，一見不整

合状であるが，このととは，との両部層の火山砕屑物をもたらした火山活動の中心が，

砂岩部層の堆積盆の中心とずれていたと言うことであって，八雲層と黒松内層との関

係は，正確には，一部整合一部不整合と言うことになろう。

黒松内層の地質構造は， 10°-----20°のゆるい傾斜の摺曲構造をしめし，落部川 l流域で

はほぼ南北性の構造をしめしめいる。 凶幅北東部の黒松内層は，海岸線にほぼ平行な
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北西~南東の構造が卓越している。

VI. 2.4瀬棚層

長尾，佐々 (1934) 瀬棚統

瀬棚層は野田追川下流釜月IJ沢東北部と栗ノ木岱地域の一部に狭い分布をしめしてい

る。

岩相は，礁岩と砂岩を主とする地層である。下部は主に棟岩で構成されていて疎岩

には安山岩の巨牒をふくむものや，中礁の円牒を主とするもの，頁岩の亜角牒，いわ

ゆる..ビスケット"牒を主とする牒岩などがあり，含有する棟種の変化が激しい。こ

の様な牒種の変化が大きいのは，本居の基底にいろいろな地層が隣接して分布してい

る可能性を暗示しているものであろう。

中部は，砂岩と牒岩の互層部が累重する。この部分は，細粒砂岩と磯岩やシノレト岩

の不規則な互層をしめしている。シルト岩中には Sagarites sp. を産する。この部

分の牒岩の牒種には，硬貨頁岩の亜角牒やシルト岩の円礁などが多い。

上部は黄禍色の粗粒砂岩を主として構成されている。この砂岩は偽層の発達が著し

く，固結の度合はゆるしハンマーで叩くと容易に砂粒に分離する。したがって，小

沢の発達が著しく，沢口には扇状地が発達しているのが通例である。部分的に褐鉄鉱

化により竪硬になっているブロックがふくまれている。

栗ノ木岱では，主に砂岩で構成されているようであるが，分布が限られているため

に基底部の岩相は不明である。

地質構造は釜別沢下流束方では， N40oE/NWI0° , N80oE/NW12°，とほぼ北西に

ゆるく傾いた単斜構造をしめしている。これは，この付近の地形面の傾斜と同じであ

って，地形はほぼ堆積面をあらわしているものであろう。栗ノ木岱地域では，構造は

明らかでないが9 地形との関係で，北にゆるく傾斜していると推定される。

この地域では，化石は発見されていないが，岩相上，隣接図幅の瀬棚層に良く似て

いるので，瀬棚層とした。

IV.3 第四紀属

IV.3.l 石倉層

長尾，佐々 (1934) 石倉層群

土居. (1960) 石倉層
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地形の項でのべたように，三岱から石倉にかけての地域や蛇谷川左岸には台地地形

が発達している。この台地は石倉層で構成されている。

石倉層は，降下火山砕屑物および、火山砕屑流堆積物から成立っている。岩相は，場

所によってかなり変化している。

濁川盆地西方では，主に安山岩の角牒で構成されていて，礁の間を暗灰色の火山灰

が充填している。三岱付近では，安山岩角礁の量が減り，主に軽石あるいは火山灰と

なっている。軽石は角ばっていて，挙大の大きさのものが多い。海岸近くになると，

暗灰色の典型的な軽石流堆積物となっていて，含まれる岩片も細粒になっいてる。

降下火山砕屑物は，数 10cm の厚さで石倉層の下部を構成している。これは，軽石

流堆積物よりも淘汰が良く，一見して降下軽石ということが判る。分布および層厚に

ついては詳しくは不明である。

又，海岸地域には，軽石流堆積物の上に二次堆積物がのっている所がある。

以上のべた岩相の変化を，長尾・佐々 (1934) は，石倉層群の部層と考え，石倉火

山喋層，蜂谷火山灰層，笹岱火山灰属と命名している。しかし，これらは部層として

分けられるものではなく，噴出源からの距離に関係するものである。つまり，石倉層

は，海岸から出j川盆地に近づくに徒い，合まれる安山岩礁が量的には多く，粒経も大

きくなる傾向にある。したがって，石倉層の噴出源は，濁川盆地と考えて間違いない。

従来から(長尾・佐々: 1934，土居: 1960)，濁川盆地は，断層運動によって形成

されたものと言われてきたが，佐藤 (1968) は，石倉層の検討から，小さなクラカト

ア型カ lレデラであることを明らかにした。すなわち，最初にガラス質角閃石安山古

(Si02 :61.98%) のドームを生成し，次にわずかに進化した同質軽石 (Si0 2 :62.08%)

の活動により， ドームは完全に破壊され，陥没したものと推定されている。

石倉層の生成の時期については，長尾・佐々 (1934) ば， 300~240m の段任|面に対

比し，洪積世の古い時代を推定している。

第 2 図は，茂無部から桂川河口にかけての海岸地域で得られた，石倉層と段丘との

関係である。この凶で判る様に，石倉層は， 20m および 40m 段丘をおおって分布して

おり，現在の海面下にも分布している。この点から考えると，後期洪積世の海退期の
※

堆積物の司能性がある。

この図幅では段丘堆積物の下位層として取扱ったが，これは後でのベる段丘堆積

物の構成物に石倉層に良く似た火山灰質砂があることによる。しかし，地質時代か

ら考えると，段丘堆積物より新しいものとして取扱うべきかもしれない。
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第 2 図 石倉層と段庄の関係模式岡
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IV.3.2 段丘堆積物

野凹追川と落部川流域には，河岸段丘が発達している。とれらの段丘は，現河床か

らの比高で， 2 段に分けるととができる。

第 1 段丘堆積物は，現河床から約 30m の比刊をしめしている。主に，野田追川の桜

野周辺や落部川の上の湯より上流部に分布している O 構成物は， 1時，砂およびシノレト

である O 上の湯付近の第 1 段E堆積物中には，石倉属に由来すると思われる ilG?石や火

山灰の再堆積物がふくまれていて，石倉層の堆積に関係が深いようである。したがっ
る部

て，さきに石倉層の項でのべた，海岸地域の 20m 段丘より新しい可能性がある。

第 2 段丘は，河床からの比高が 5----10m で、野田追川の下流や，落部川の上の湯より

下流地域 l己分布していて，主に疎や砂で構成されている。

今後，この段正を海岸まで追跡する必要がある。
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tV.3.3 崖錐堆積物

屋錐堆積物の主な分布は，横山周辺および濁川盆地周辺地域である。小規模なもの

は，地質図では省略した。

横山周辺のものは，安山岩の岩塊を主としているが，濁川盆地周辺では，砂，牒お

よびシノレトで構成されている

IV.3.4 駒ヶ岳火山灰層

この図幅地域の地表部は，駒ヶ岳に由来する火山灰におおわれている。乙の火山灰分

第 3 図 火山灰分布図(北海道の火山灰分布図による)
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布は第 3 図にしめしたとおりである。との火山灰の岩相は.佐々木・片山 (1972) たよ

ると次のとおりである。

Ko-dl:降下年代不明。細粒火山灰。褐色，灰色.白灰色層の 3 層に細分される o

Ko-d2:降下年代 1640 年。軽石砂棟。粒経の違いにより 4 層に細分されるが，大

別すると上半部が砂質，下半部が牒質(粒経 1 ，...... 5em) である。

Ko-e: 降下年代700土 130 B.P。褐黄色細粒火山灰。腐植層あり。

Ko一白ノ、ン:白灰色の細粒火山灰。腐植あり o

Ko-f:降下年代2750土 110 B.P。赤褐色で多孔質な軽石礁。風化を受けており指間

で容易につぶれる。上層部は細粒火山灰を混ず。)南植層あり。

IV.3.5 現河床および湖沼堆積物

現河床には，疎や砂の堆積がみられる。

湖沼堆積物としたものは，濁川盆地を構成している堆積物であって，カノレデラ形成

後の堆積物である事から考えて，洪積世から沖積世に連続するものである O

堆積物の詳細は，ボーリング資料がないため不明であるが，現地調査当時堀さくさ

れたボーリング孔(深度 60m) より，湯の湧出に伴って多量の徴粒砂が排出されてい

た。この砂は，明らかに，黒松内層の砂岩部層の砂である O カルデラの深度は不明で

あるが，カルデラ壁を構成している黒松内層や八雲属の風化物がカルデラ内に厚く堆

積していると考えられる。

V 火成岩

V.I 花両閃緑岩および王分約

花関関緑岩:

花岡閃緑岩は，野田追川上流や乙部岳南方の先第三紀層分布地域にみられる。この

岩石は，先第三紀層中 l乙遁入したものである。鏡下では，完品質，等粒構造をしめし，

黒雲母，淡緑褐色角閃石，石英，斜長石などからなる英雲閃緑岩質のものや，黒雲母，

石英，斜長石および正長石などからなる花関岩質のものなどがある。とくに，後者に

は文象構造様の組織がみとめられる。

玲岩:

劫岩は，乙部岳の東方に小さな岩除として分布する角閃石粉岩質の岩石である。

北海道の火山灰分布図

「

「J



V.2 プロピライト類

プロピライト類は，生成時期や岩質の違し 1から， I , II, 皿の 3 つ!こ区別できる。

ブ。ロピライト I

乙の岩石は，野田追川下流地域および同川の上流から厚沢部川上流にかけての地域

にそれぞれ分布している。

主に緑色の安山岩質フ。ロピライト，および暗赤褐色の玄武岩質安山岩のプロピライ

ト溶岩からなりたっているが，一部にはブロック状溶岩や集塊岩を伴っている。

一部のプロピライト溶岩は，訓縫層の疎岩や板色凝灰岩に挟在されているO この様

な乙とから，その噴出時期は，訓縫期と推定される。しかし，なかにはより新しい八

雲期のものも若干混在している可能性がある。

プロピライト日

乙の岩石は，烏II白川上流地域に分布し，さらに南東隣接図幅地域に広がっている。

との岩体は，安山岩質プロピライトおよび同質集塊岩の不規則な混合体をつくってい

る。この岩石は，黒松内層に不整合におおわれているが，八雲居との直接の関係は明

らかでない。しかし，岩相からみてその生成時期は，訓縫層の上部から八雲層の下部

にかけての時期と推定される。

この岩石は，全般に著しい鉱化変質をうけており，変質の弱いものでも有色鉱物の

大部分は，方解石や緑泥石，その他の鉱物に置換されている。強く変質をうけたもの

では，全体が方解石，緑泥石，石英の集合に変化している。

プロピライト皿

乙の岩石は，厚沢部川支流の清水沢上流地域に分布し，東西3km， 南北2km ほ

どの岩体をつくっている。プロピライトI との直接の関係、を観察するととはできない

が，おそらしこれを貫いているものであろう。八雲層との関係は不明であるが，多

分，八雲層中期の道入岩と考えられる。

この岩石は，淡緑色を呈する合角閃石・石英安山岩プロピライトで，斜長石や角閃

石の斑品を多く合むやや粗粒な岩相をしめしている。

V.3 石英斑岩

野田追岳を構成している岩石で，八雲層を貫く大きなドーム状の遁入岩体をつくっ

ている。淡緑褐色の角閃石，普通輝石，斜長石，石英などを斑品として含み，石基は

fo



微珪長質組織をしめす。全般にやや変質をうけており，モンモリロン石や黄鉄鉱など

が形成されている。

V.4 流紋岩

この岩石は，落部川支川の釜山j川中流域に分布している。黒松内層の砂岩部層にお

おわれているが，下部の方は観察できないので不明である。しかし，おそらく八雲層

の堆積末期の噴出によって形成されたものと推定される。この岩石の産状は，上・下

部に板状の流理構造が発達し，その問には見事な柱状節理が形成されている。いわゆ

る斜長流紋岩で，やや変質をうけており，有色鉱物は完全にモンモリロン石に変化し

ているが，角閃石の仮象を残している。

V.5 宕 ijjく類

粗粒玄武岩は，野田追川支流下二股川地域で八雲層中の岩床や岩肱として分布して

いる。柱状節理の発達した，ち密，塊状の岩石で，普通輝石と斜長石の斑品をふくみ，

典型的な粗粒玄武岩組織が発達している。また，全般的に弱い緑泥石化をこうむって

いる。この粗粒玄武岩は，八雲層堆積時の火成活動の産物と考えられる。

玄武岩は，数IOem-----数mの巾の小岩詠として，八雲居や黒松内層を貫いている。

変質安山岩としたものは，烏ill奇川流域の八雲層や黒松内層を貫く岩肱であって，角

閃石・普通輝石安山岩と普通師石安山岩の 2 種類がある。共に弱い変質を受けている。

やや強い変質を受けたものに，プロピライトの岩相をしめす。角閃石をふくむ岩相は，

やや酸性で，石基はマイクロソテツク組織をしめし，変質も比較的強い。これに対し

て，角閃石をふくまない岩相は典型的なハイアロピリテック組織をしめす。変質鉱物

としては，モンモリロン石，緑泥石，方解石などがある。

これらの 2 つの岩相をもった岩詠は，地質図では一括しているが，あるいは，近入

時期が異るものかもしれない。すなわち，前者は八雲層だけを，そして後者は黒松内

層を貫くものかもしれない。

角閃石石英安山岩と角閃石安山岩は，黒松内層や八雲層を貫く岩詠として分布して

いる。

V.6 横山熔山および、毛無山熔岩

図幅北西隅の横山および東部の毛無山を構成している暗灰色の新鮮な， しそ輝石・
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普通輝石安山岩である。しそ輝石，普通輝石，斜長石などの斑品を多数ふくみ，ハイ

アロピリテック組織の石基が発達している。

VI 応用地質

VI.I 金・銀鉱床

図幅南東隅の烏崎川上流七曲沢l乙合金銀石英派が発達している。昭和10年から同

18年にかけて大盛鉱山が操業していた。

鉱床は，この地域に広く分布しているプロピライト中に N75°E600SE 方向に賦存

する合金銀石英脈と方解石脈で，稼行された石英脈は主脈のほかに数本あり，脈巾は

3m内外，定向延長 120mから 380m ， 傾斜延長は最高 180mといわれているO この

鉱脈には，少量のマンガン鉱のほか，黄銅鉱と黄鉄鉱が伴なわれている ο

稼行当時の生産量および品位は，第 2 表のとおりである。

第 2 表 大盛鉱山の生産量および品位

粗鉱量 品位 (gjt) 澱 物 品位 (%)
年 次

(t) 金 銀 (kg) 金 銀

昭和 13 年 480 5.90 280.0

14 31 ,237 3.57 199.6 6 , 955 1.26 56.24

15 68 ,158 3.50 187.6 13 ,122 1.61 72.50

16 69 , 782 2.13 129.5 8 , 997 1.35 64.50

17 28 ,871 2.46 147.5 6.223 0.85 49.50

(北海道の金属鉱業 1952)

また，図幅北辺部の野田追川支流下二股川および釜別沢にも合金銀石英脈がみられ，

前者については，昭和 2 年から 16 年にかけて稼行されたといわれる。鉱床は，角閃石

安山岩および頁岩層中に N700E--EW 方向に発達しており， 脈巾や延長については

明らかでないが， 千葉の沢に位置する茅部金山とよばれたものでは， 抗道， 延長約

350m で，良鉱の品位は Au70gjt ， 出鉱量は盛時において月 150 ，，-， 200t であったと伝え

られている。生産実積は，昭和 10 ，，-， 14 年精鉱中含有金量 1 ， 584 ， 959g ，昭和 10"-'12 年精

鉱中銀量 213kg である。
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下流側のものは第 1 金山とよばれ，昭和11~13年にそれぞれ50t (Au5~9g/t ， Ag

300~900g/ めていどの実積がある c

釜別沢 lとみられる石英脈は， N200W 方向にのびるものが多く， 膨縮のはげしい形

をとり規模は大きくないようで，金銀の合有もほとんど認められていない。

さらに，図幅南西部の鍋岳山頂部付近にも， N70oE70oNW 方向にのびるやや規模

の大きい石英脈の発達が知られているが，本格的に探鉱されたととはなく， 2 , 3 の

調査によっても，金銀の含有は確認されていない。

VI.2 銅・鉛・亜鉛鉱床

鍋岳の西北西方向の野田追川上流には，やや優勢な銅鉛亜鉛鉱床の鉱化帯が発達し

ている。この鉱化帯の延びの方向は N60o~70oW で延長は約 2 ， OOOm ，巾は最大 500m

にも及んでいる。母告は，基盤の花自閃緑岩，粘板岩，新第三紀の緑色凝灰角牒岩，

黒色頁官，角閃石安山岩などさまざまで，珪化と粘土化がいちじるしい。

このような変質をうけている鉱化帯中に， 10 条以上の平行脈が発達しているが，大

きく 3 つに分帯される。 中軸部 lては分伎のいちじるしい黄鉄鉱石英脈がみられ，最大

2.5m の脈巾をしめすが膨縮がはげしし黄鉄鉱の量もそれほど多くない。そして，

鉱化帯の両辺部には，黄銅鉱，方鉛鉱，閃亜鉛鉱を少量ともなった石英脈あるいは粘

土脈が発達しており，とくに北東側のものに銅鉛亜鉛の鉱物が多い。脈巾は1. 5m て

いどのものもあるが，今のところ高品位の濃集部は発見されていないようである。

この鉱化帯{と対しては，古くから鉱区の設定がなされているが，若干の探査が行な

われたのみで，本格的に探鉱されたことほない。

また，鍋岳南方の清水川上、流部には， NI0o~40oE の走向をもった鉱化帯が，ほほ南

北に雁行して多数みとめられる。この鉱化帯は，粘土化，珪化，および黄鉄鉱の鉱染

を主体としており，一部に脈巾 80em ぐらいの石英脈が発達しているが，硫化鉱物は

ほとんどみられない。また清水沢の中流部から下流部にかけては， N45°------50oW の定

向をもっ鉱化帯が何本かみられるが，粘土化と黄鉄鉱の鉱染だけである O

V.3 マンガン鉱床

凶幅南西部の乙部岳西方の粘板岩中 l乙酸化マンガンの鉱床がみられる。いちじる

しく破砕された粘板宥中 l乙巾1. 5------5m の不規則な形をした露頭が，南北方向に連
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続しているが， Mn15%前後で多量の石英を伴ったものである。ただ，露頭の周辺に

ほ広い範囲にマンガンヤケがみられ，良質の菱マンガン鉱が産するともいわれてい

る。

VI.4 油徴・その他

右油:

j出川盆地の北端には， 1({ くから石油の徴伎が知られている。この原油の分析値は次

のように報告されている。

比重 0.8400

燈油分 74.0%

重油分 14.5 労

砂鉄:

図幅北東部の海浜部には， 若干の海浜砂鉄がある。濁川河口付近の海浜で 6cm
※※

の砂鉄層が認められているが，採掘の対象となるものはない。

VI.5 温泉

!司幅地域には，古くから知られている濁川温泉をはじめ，溶部川の上の湯および野

田追川の桜野に温泉の湧出がみられる。また，石倉付近の海岸地域でも，ボーリング

により新たな泉源が開発されつつある。

VI. 5.1 掛川温泉

j品川主主地の北半部一帯には，数多くの温泉湧出がみられる(第 41~ j)。これらは，天

然の噴気孔，自然湧出の泉源，あるいは，ボーリングによるものなどで，昭和 42年の

道衛生部の調査で，利用泉源数 35 ，廃止泉源 14 ，計 49 ，湧出湯量 1 ， 1791/min と報

fきされている。 湧出温度は， 40~80°C で比較的高温のものが多い。成分的には，太秦

らの化学的研究や福富らの地球物理学的研究で，高市 L高かんの源泉と普通地下水とが

混合して，さまざまなものが湧出する機構が考察されている O また，一部に多量の炭

酸ガスの湧出がみられるものも特徴の 1 つである。なお，泉源分布地域ば，全般的に

地温が高く，福富らの調査で熱伝導による放出熱量が 13.6xl0 7cal/min と計算され

※ 小林儀一郎(1 911)

:ι京 北海道の未利用鉄資源調査報告
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ている。当時の温泉湧出 (8 ， 051/min) の熱量は4.6 X10
7
cal/minであり，多数の泉源

が開発されているにもかかわらず，熱伝導による放出熱量の方が大きいことは，他の

温泉地域とは追った特質とされている。

VI. 5.2 上の湯

落部川中流の上の湯地区には，以前より50°Cていどの温泉が自然、湧出していたとい

われているが，ここ数年来ボーリングによる泉源の開発が行なわれ，高温高かんの温

泉湧出をみている。いずれも，落部川の沖積地あるいは段丘上にあり，合有成分が多

く，湧出口に多量の沈澱物の付着がみられる。また，やや多量の炭酸ガスを伴うこと

から，一部のボーリング孔では，ガスリフトによる聞けつ現象が生じている。

VI. 5.3 桜野

野田追川の下二股川合流から約 5km上流にも温泉の湧出がある。段丘上から自然

湧出のものと， 30mていどの浅いボーリングによるものとがあり，いずれも50°C前後

の調度の食塩泉である。

第 4 図 濁川温泉の泉源分布図

。 IKm
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第 3 表 濁川温泉の成分表

泉 源 滝 の 湯 第 1 温泉 5 色の湯

分 寸i川に 年 月 30.11 30.11 30.11

湧 出 状 況 ボーリングボーリング ボーリング

湧 出 量 l!min 200 300 13

泉 温 。C 48 80 61

PH 6.8 7.6 6.8

蒸発残 j査 mg!1 1.69 3.16 1.34

K mg/1 7.2 8.5 5.8

Na mg!1 325.0 917.0 43.1

Ca mg/1 137.0 73.9 166.0

Mg mg!] 33.1 8,4 96.3

Fe mg!1 3.00 0.60 0.05

A] mg/] 6.40 4.20

Mn mg!1 1.10 0.10

C1 mg!] 478.0 1,105.0 70 ,4

P04 mg!] 2 ,40

S04 mg/1 39.9

HCOg mg/1 689.0 840.0 938.0

H2Si03 mg!] 109.0 220.0 119.0

HB02 mg/] 48.8 142.0 24.4

CO2 mg/l 189.0 189.0

H2S mg!l 1.0 1.7 4.7

(衛生研究所分析)
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第 4 表 l:の湯および桜野温泉分析表
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL 孔1AP OFJAPAN

SCALE 1 :50 , 000

NIGORIKAvVA

(SAPPORO~75)

BY
KATSUHLDE 乱1ATSUSHITA

MAMORUSUZUKI

K5JITAKAHASHI

Resume

TheareaofthepresentmapsheetbelongstoS.W.Hokkaid6,

andissituatedbetweenlongitudes140015'~140030'E..and latitudes

42°00' • 42°10'N.

Topography

Principaltoρography ofthemappedareaismountainous, ranｭ

gingfrom300• 900m inaltitude.Thehighestpeakintheareaisthe

Otobedakeof1, 016.7mhigh , Inthenortheasternpartofthemapped

areatherepresentsplateaumadeupbypyroclasticflow.ThispIa•

teauhasaltitudeofabout300m ininland, andis60~80m inthe

coastalregion.

Themostpeculiartopographicalfeatureintheareaisthe

presenceoftheNigorikawabasinwhichshowssubroundoutline

with2.5kmdiameter.Steepcliffofabout150~200m highbounds

thebasinfromthesurroundingmountainsandplateau.TheNigor~

ikawabasinbelongstoacalderaofKrakatau type, whichwas
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formedinlatepleistocenebysubsidence.Insideof the caldera

waslaterpartially filled withlacustrinedeposits, and is now

revealingbasintopographyasawhole.

Riverterracesarefoundalongthemaindrainagesystems.

Geology

Inthe area Pre• Tertiary, NeogeneTertiaryand Quaternary

sediments and pyroclastics are developed.Theirstratigraphical

successionisshowninTable1.

Table1

Quaternary
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E
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E
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Pliocene

Miocene

vdra
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AeTer

p
ι

(AlluvialDeposits

lTalusDeposits

(山d山ω百愉加r町…ra即ωa配ωωCωρeゆDe陶即附附叩e句伽ωωωp卯附附附Oω側州S討叫i比t

TheIs坑t TerraceDeposits

Ishik 王ura Formation

Se抗tana Formation

(… t細川山
YakumoFormation

KunnuiFormation

Pre-TertiaryFormation

Pre-Tertiaryformation

Theoldestrockscroppingoutinthearea consist つf black

slateshavinglithologicalsimilaritytothePalaeozoicMatsumae

Group.GranodioriteandPorphyriteintrudethisPre-Tertiaryforｭ

mation.

Kunnuiformation

TheKunnuiformationislithologicallycharacterizedbygreenｭ

tuffsandconglomerate.andoccupiesthelowestpartoftheNeogene

formationofthearea.Alsotheredevelopsahugepropylitebody

withintheKunnuiformation.Thisconsideredtobeofthesameage

withtheKunnuiformation.

Ingeneralpropyliteofthisareamaybelithologicallydivided
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intothreetypes.Theireruptionsmayhavetakenplacerepeatedly

fromtheKunnuitotheYakumoage.

Yakumoformation

Thisistheformationcharacter 包ed bytheso-calledhard-shale.

Asthecontemporaneous igneousrockstheactivityof dolerite,

meta-噌andesite ， propylite, quartzporphyryandrhyolitehasbeen

known

Kuromatsunaiformation

Thisformationcomprisesbothnormalsedimentsandpyrocｭ

lasticsediments.Namely, lowerpartisthesandstonemember, and

theupperconsistsoftuff-brecciamemberandthevolcanic-breccia

member. Activityofhornblende andesite, hornblendedaciteand

basaltwasinthisKuromatsunaiage.

Setanaformation

ThisformationoccupiesthetopmostNeogenestratainthe

presentarea, andiscomposedofconglomerateandsandstone.The

igneousactivityrepresentedbytheYokoyamalavaandtheKenaｭ

shiyama lava occurredprior to the deposition of the Setana

formation

Ishikuraformation

Theformationconsistsofpyroclasticfalldepositsandpyroc•

lasticflowdeposits.Andithasbeengenerallyconsideredasthe

resultoftheeruptionandtheformationoftheNigorikawacaldeｭ

ra.ItsgeologicalageisdesignatedaslatePleistoceneinconnection

withterracechronology.

Terracedeposits

Twostepsofriverterracesarererecognizableinthepresent

area

Alluvialdeposits

Depositsformingtheriverbed, talusandlacustrinedeρosits 泊

theNigorikawabasinmaybeenumeratedastheAlluvialdeposits

ofthearea
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Appliedgeology

OredepositsforAu, Ag, Cu, Pb, Zn, Mnmineralshavebeen

foundinthisarea.Andsomeofthemwereworkedinthepast ,

Howevernoworkingminesarepresentatthemoment ,

Althoughmineralizationhasbeennotedfairlywidelyinthe

area, noextensiveprospectinghasbeencarriedout ,

AstohotspringthereareNigorikawa, KaminoyuandSakurano

spaswithmorethan10inns ,
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